
予選はプロ114名、アマ20
名の134名がＡ、Ｂシフトに分
かれ12Ｇを投球し、上位28名
を準決勝へ選出、準決勝5Ｇの
17Ｇトータル8名が決勝ラウ
ンドロビンに進む。
予選をすべて200アップの

2829を打って1位通過の石田
が、準決勝も230アベを超え
る1156を打って、2位の小久
保実希に171ピンの大差をつ
け、独走態勢を築いていた。と
ころが決勝ラウンドロビンで
は、初戦を小久保に191：
226で落とすと、前半の4Ｇを
まさかの4連敗と急ブレーキ。
この時点で2位に上がってきた
姫路麗に9ポイント差まで迫ら
れた。
「なんで打てへんのやろう…
と思って。そういえば全然水を
口にしていなくて、頭がボーッ
としていた。冷たい水を飲んで
すっきりした状態で（姫路）麗さ

▲このオフには、体もオーバーホールして「不安
な要素がなくなり、気持ちは前向き」と坂本

▲左から4位・姫路麗、5位・倉田萌、6位・安藤瞳、7位・坂倉にいな、8位・金子
萌夏

▲準決勝後には、小学生ボウリング教室が開講
された

解だったんですかね」と、最後
まで右レーンの攻略に苦しん
だ。石田はメッセンジャーが⓾
ピンを払うラッキーもあった
が、2フレから8フレまで7連
発とたたみかけて、256：
214と快勝、関西出身の石田
にとって、最も欲しかったタイ
トルで、通算3勝目を挙げた。
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JPBA2024年のシーズンが、3月22日から3日間、ボウルアロー松
原店で行われた関西オープンで幕を開けた。昨年2勝を挙げ鮮烈なデ
ビューを飾った石田万音（55期・アルゴセブン／ハイ・スポーツ社）が、
予選からトップをひた走る完全優勝で、通算3勝目を挙げた。石田と同
じ18歳の藤林華音選手（ボウルアロー八尾店）が、総合46位でベストア
マに輝いた。（主催：関西オープン実行委員会／（公社）日本プロボウリ
ング協会　特別協賛：サンブリッジグループ／平川商事㈱／㈱スカイA）

2年目の進化！ 石田万音が開幕戦を制す

ストライクが続かず我慢の展
開。1フレ⑩ピンをカバーミス
で1マーク差を追いかける小久

んに挑んでいった」と、後半最
初のＧを259：244で制して
勢いを取り戻し、ポジション
マッチこそ坂本かやに211：
218で敗れたが、文句なしの
トップシードを決めた。
TＶ決勝進出の椅子は3つ。

坂本が2番目の椅子を確保、そ
して姫路と小久保がポ
ジションマッチの直接
対決で、残る1つを争っ
た。姫路は236を打っ
たが、小久保は姫路を
上回るストライク攻勢
で268と伸ばし、最後
の枠をものにした。

3位決定戦
3位決定戦は、ともに

保は、7フレ厚めで④⑦⑩のス
プリット。しかし坂本の7フレ
もポケットをヒットしたものの
⑦⑩と割れて突き放せない。9
フレ、ファウンデーションを
マークした小久保の、逆転をか
けた10フレ1投目は「投げ方も
よかったし、自分ではきたと思
いました」と振り返ったが、無
情の⑩ピンタップ。坂本が
192：174で勝ち上がった。

優勝決定戦
高校を卒業したばかりの石田

と、昨年末に結婚し、新婚の坂
本と、新たなスタートの2人の
対戦となった優勝決定戦。この
大会は、トップシードが敗れた
場合、再決定戦が行われるが、
石田の頭にその考え
はなかったようだ。1
フレをともにスペア
のあと、石田は2フレ
からストライクラッ
シュをかける。
坂本も3フレから

「気持ちで持ってきま
した」とターキーで食
い下がるが、「何が正
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▲2年目は開幕戦で優勝と好スタートの石田

第45回関西オープン（女子）

ラウンドロビンは、前半で貯金
がほとんどなくなって焦りまし
た。ズルズルいきそうだったけ
ど、5ゲーム目の姫路さんとの対
戦で勝てたのが大きかった。ポジ
ションマッチのときは曇り玉しか
頭になかったけど、同じレーンで
行われた決勝は、師匠の平岡（勇
人）プロやハイ・スポーツの石原

（章夫）プロと相談して、同じアブ
ソリュートでも、ソリッドであま
り曲がらないようなレイアウトの
ボールを選択しました。
Ａ公認の大会は初優勝だし、関

西オープンは、最も欲しいタイト
ルのひとつだったので、とてもう
れしい。今年はランキングトップ
を意識しています。去年は中島
（瑞葵）プロにやられた感じなの
で、今年は何が何でも自分が勝つ
という気持ち。ただ、あまり意識
しすぎると、負けたときにズドー
ンとくるので、気持ちの切り替え
を大事にしようと思っています。
あとは1年間体調管理をしっかり
したいです。
優勝ボール：STORMアブソ
リュート・パワー

優勝 ・ 石田万音

▲18歳最後の大会で、さらなる進化を感じさせた
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3月22～24日／ボウルアロー松原店


